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1．は じ め に
本稿では，フィリピンにおけるスイギュウ乳利用を明らかにすることを目的として，Luzon
島中南部の Laguna州の事例から，乳加工と行商に焦点を当てて予備的に検討する．
東南アジアにおいてスイギュウ乳利用は珍しい慣行である．フィリピンは非搾乳文化圏に位
置づけられるが（平田2014），今日，生業としては局所的かつ小規模に確認できる．そのほと
んどはスイギュウ乳を生業複合の一環として搾乳し，専業的ないし副業的にチーズに加工して
いる．一方で，近年（1993年），フィリピン・スイギュウ研究所（Philippine Carabao Center:
PCC）が国内各地に設立され，搾乳と乳加工を推進している（Bondoc2008，辻ら2017）＊1．
This paper is a report on the use of water buffaloes’ milk and the peddlers in Laguna, Republic of
the Philippines. Laguna is one of the unique areas in the Philippines where water buffaloes’ milk and
cheese production have been conducted since the sixteenth century. Recently, the production and
spread of these practices are increasing because of efforts made by the University of the Philippine at
Los Baños and the Philippine Carabao Center. This study investigates water buffaloes’ milk uses
through the results of an interview survey of local vendors and peddlers who sell milk products along
the roadside. The results identified the areas where and how milk products are sold. It found that the
areas differ regarding traditional cheese and recent milks. Both types of products are sold along main
roads and might mainly target people who visit the hot spring resort at Laguna. Additionally, cheese
peddlers move around among the areas. Milk products are not sold in public markets, and the market
is formed according to the zones of milk products that are known to the people and the existence of
peddlers.
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しかし，その歴史はまだ浅い．フィリピン国内のスイギュウ乳産業は，牛乳産業に比べ小規模
であるが＊2，しだいにスイギュウ乳製品を地方から都市部へ普及させつつある．
世界における家畜の乳利用に関する先行研究は少なくない．石毛・和仁編（1992）は，中近
東地域，アフリカ地域，インド亜大陸地域，東南アジア，北極周辺地域における乳利用体系を
示し，各地域の乳加工のプロセスと技術を明らかにしている．なお，石毛・和仁編（1992）の
東南アジアの項目に具体的な事例は確認できず，乳利用は牧畜文化の産物であるとし，有蹄類
の草食性家畜を群として管理し，日常生活の必需品を依存する比重の高い生活様式としている．
フィリピンは農耕や漁撈が主体の生業文化圏であり，牧畜文化の定義に当てはまらない．フィ
リピンでは乳を日常的に搾乳してチーズを加工する光景はまず見られない．しかし，細々と乳
利用が実践されている．従来の乳利用研究は牧畜文化の文脈で研究されてきており，フィリピ
ンを含む非牧畜文化圏は等閑視されてきた．
一方で，平田（2014）は，乳利用文化圏と非乳利用文化圏の違いに着目し，非乳利用文化圏
で家畜の乳利用が発達しなかった要因を諸仮説で検証を試みるとともに，非乳利用文化圏でも
部分的に乳利用が確認できる地域があるとする．フィリピンはまさにこの部類に入る．
ハリス（1994）は，牛乳を飲む民族と飲まない民族の違いを，カルシウムの摂取とラクター
ゼに対する耐性から議論している．フィリピンでは農耕と漁撈が主な生業であり，カルシウム
は環境から十分に補えたと考えられる．よって，家畜の乳に依存する必要はなかったと思われ
る．ラクターゼの不足もまた乳糖不耐症として，フィリピンの人々が乳を利用してこなかった
大きな要因であることが，今日の彼らの乳に対するネガティブな態度からうかがえる（辻2016）．
Laguna州におけるスイギュウ乳利用の先行研究には，以下のものが挙げられる．まず Chinte
-Sanchez（2008）は，Laguna州各地におけるスイギュウ乳のチーズ加工について発酵学の立
場から報告し，国内各地の製法の違いを示している＊3．小崎ら（2002）も，Laguna州および
国内各地のスイギュウ乳のチーズ製法を発酵学の立場から記録している．Laguna州でチーズ
はラグナ・チーズと呼ばれ，バナナの葉で作った容器にチーズを流し込んで加工する（小崎編
1996）．擬乳酸には，酢酸や乳酸が用いられる（小崎2002）．Aquinoら（2011）は，Laguna
州 Lumbanにおけるチーズの加工技術と成分の分析に加え，チーズの値段や加工者の収入を
記録している．Philippine Carabao Center（2012）は，フィリピン各地におけるスイギュウ（cara-
bao）およびスイギュウ乳にまつわる祭りについて紹介しており，Laguna州 Santa Cruzの
「チーズ祭り」（Kesong Puti Festival）について触れている＊4．これらの先行研究は，Santa Cruz
が Laguna州におけるスイギュウ乳のチーズ生産の中心地であることを示しているが，スイ
ギュウの搾乳とチーズの加工と販売といった，人々の生業文化の詳細は不明である．
Laguna州では伝統的なチーズと近代的なチーズの双方が加工されており，それぞれが別々
の地点で売られ，伝統的チーズに至っては行商が確認できる．これは Laguna州がスイギュウ
の伝統的チーズ加工の中心地であるとともに，新しい乳製品を生産するスイギュウ研究所や
フィリピン大学 Los Baños校も立地するという土地柄による．チーズの行商も，Laguna州は
行商自体が盛んな土地柄であることからその一環として行われている．以下，本稿では，Laguna
州のスイギュウ乳利用の特殊性を報告しつつ，冒頭の課題について検討する．
2．調 査 概 要
本稿に係る調査は主に Laguna州の Los Baños，Anos，Santa Cruzで実施した（図1）．補
足的に，Laguna州 Calauanと San Pabloを含め調査を行なった．Laguna州は首都Manilaの
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町・村
南方にあるフィリピン最大の Laguna湖畔に位置し，Manilaからバスで2時間程度の距離に
ある．州都は Santa Cruzである．Los Bañosは，温泉リゾートの他，フィリピン大学 Los Baños
校や国際稲研究所（International Rice Research Institute: IRRI）で有名な土地柄である．
Laguna州は Calabarzon地域に属し＊5，日本企業など多くの外国資本が進出し，開発が進ん
でいる．2010年度の Calabarzon地域の人口比率は13．7％と国内で最も高く，人口は1260万人
（283万世帯）であり（National Statistics Office 2012），Manila首都圏の人口（12．8％）をし
のぐ．Laguna湖は水産養殖が盛んで，ミルクフィッシュ，ティラピア，ハクレンなどの養殖
魚が確認でき（Israel2007），市場や集落の魚売りの人々の間でもこれらの魚をよく目にする．
農産物は，パイナップル，バナナ（キャベンディッシュ），キャベツ，ニンニク，リベリカコー
ヒーの生産が盛んである（Philippine Statistics Authority 2014）．Laguna州ではまた，モノを
仕入れて加工して遠方で高く販売する行商が盛んである．モノの種類は多種多様であるが，調
査地であるＢ集落の場合，チーズのほか，塩漬け卵（itlog na pula），Laguna湖産のエビのコ
コナッツミルク煮（alamias），もち米やキャッサバをココナッツミルクで加工した菓子（espa-
sol および suman）が主要な行商産品となっている．
Laguna州での現地調査は，2016年12月27日から2017年1月3日，2017年7月20日から29日，
8月29日から9月13日にかけて行った．調査では，スイギュウ乳製品とチーズを扱う道路沿い
の店および行商人を対象に，タガログ語での聞き取りと参与観察を行った．
3．調 査 結 果
3－1．乳の利用
Laguna州の乳業については，外資大手の牛乳会社が進出しており，大規模な牧場があるな
どウシの酪農が盛んであるとされる．2016年の Calabarzon地域のウシの頭数は約27万頭であ
り，国内全体の10．5％を占め，国内2位の位置にある（Philippine Statistics Authority 2016a）．
スイギュウは約18万頭（6．1％）であり，国内7位の位置にある（Philippine Statistics Authority
2016b）．すべてのウシやスイギュウが搾乳されているわけではなく，主にウシは肉用に，ス
イギュウは農耕や運搬用あるいは肉用に利用されている．
図1．調査地域の位置（著者作成）
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フィリピン国内における搾乳家畜と乳生産に関する統計資料によると，2015年には，搾乳用
のウシは22498頭（53．9％），スイギュウは17299頭（41．4％），そしてヤギが1984頭（4．8％）
確認されている．2015年の乳生産量は，ウシが12928キロℓ（63．4％），スイギュウが7121キロ
ℓ（34．9％），ヤギが335キロℓ（1．6％）である（Philippine Statistics Authority 2016c）（表
1）．フィリピン国内の家畜の搾乳量は3％に過ぎない（National Dairy Authority 2016）．
Laguna州ではフィリピン大学 Los Baños校搾乳訓練研究所（Dairy Training and Research
Institute: DTRI）や Los Baños校の内部にあるフィリピン・スイギュウ研究所 Los Baños拠点
（Philippine Carabao Center at University of the Philippines Los Baños）など搾乳と乳利用の
専門機関があり＊6，地域内外に乳製品を出荷している＊7．これらの機関ではスイギュウ，ウシ，
ヤギの乳を利用している．
Laguna州 Alaminosにはヤギ専門の牧場が1カ所あり，乳がアイスクリームなどに加工さ
れ，乳製品はManilaの大型のデパートにも並んでいる＊8．Los Bañosに近い Anosでは，Laguna
州の名物であるブコパイ（buko pie）（Besa and Dorotan 2006）などの菓子と並んで，牛乳，
スイギュウ乳，ヤギ乳，チーズといった乳製品が販売されている．これらの乳製品のほとんど
を Los Bañosのスイギュウ研究所が加工するという．牛乳は Calauanの牧場などから Anosに
運ばれてくる．Anosはココヤシの胚乳（buko）の入ったブコパイの販売地の1つとして知ら
れている．人々はブコパイをお土産としてだけでなく，クリスマスや正月などお祝いの際に購
入する．ブコパイはまた，Laguna州を通過するバスに，Los Baños周辺から行商人が乗り込
み販売されている．Anosの一部の道路沿いにブコパイを販売する商店が並ぶ．ブコパイと乳
製品は相性がよいのか，一緒に販売している商店が目立つ．
なぜブコパイと乳製品を Anosの一帯で一緒に販売するようになったのか，その歴史は定か
でない．ただし，ブコパイも乳製品も商店が生産したものではなく，外部から委託販売されて
いるものと思われる．Los Bañosをはじめ Laguna州には数多くの温泉リゾートがあり，多く
の観光客が訪れる．主に購買力のある観光客を目当てに土地の名物であるブコパイを観光土産
として販売するようになり，後に土地の研究機関などで生産する新しい乳製品を併せて販売す
るようになったと推察される．また，乳製品やブコパイを始め土地の産品が容易に入手できる
場であることは，Anosが名所となった背景の1つである．乳製品やブコパイを販売する商店
は主要道路沿いに並んで位置し，観光客が訪れるのに適している．後述する Santa Cruzは
Laguna州における伝統的チーズ加工の名所である．Santa Cruzのほか，近郊の Lumban, Pag-
sanjanで伝統的なチーズの加工が確認されている（Chinte-Sanchez 2008）．
3－2．スイギュウ乳のチーズ
スイギュウ乳のチーズは Santa CruzのＢ集落の道路沿いの一部の世帯で加工しているのが
確認できる．ケソン・プティ（kesong puti）と呼ばれる乳白色のフレッシュ・チーズ（カテー
ジ・チーズ）を加工している（写真1）．チーズの固さは木綿豆腐ほどであり，塩味が効いて
いる＊9．スイギュウの乳は Santa Cruzの Ibayoや Gatid, Laguna州のMagdalenaなどからＢ
表1．フィリピン国内における搾乳家畜と乳生産量
種類 頭数 （％） 乳生産量（キロリットル） （％）
ウシ 22498 53．8 12928 63．4
スイギュウ 17299 41．4 7121 34．9
ヤギ 1984 4．7 335 1．6
（出所：Philippine Statistics Authority2016cをもとに著者作成）
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集落に運ばれてくる．これらの地域では在来のスイギュウであるカラバオが搾乳されていると
思われるが，ムラー種も浸透している可能性がある．乳を運ぶのは商店などの仲買人である．
乳は1ℓあたり80ペソほどで取引される＊10．乳はスイギュウのエサである草が繁茂する雨季に
多く，乾季に少ない．また，雨季に多く仔が生まれ，乳の生産量が多いという．
チーズはヤシ酢と塩を用いて加工するが，ウシやスイギュウの第4胃であるレンネット（ba-
hay asim）を使うのが上質である．ただし，レンネットを使うと，チーズが凝固するのにより
時間がかかる．レンネットは必ずしも毎度市場で入手できるとは限らない．レンネットの値段
は，チーズ加工に使用する量により異なると思われるが，50ペソから300ペソであるという．
チーズの加工は，スイギュウ乳にヤシ酢を加え，自然凝固させる＊11．そして，塩を加え味付け
する＊12．凝固しかけたチーズをバナナの葉で作成した枠に流し込み固める．チーズは直径4㎝，
厚さ1㎝，重さ30gほどである．
加工したチーズは，バナナの葉で包み，さらにビンロウジュの樹皮を使って傷んだり型崩れ
しないよう梱包する．そしてビニールのひもでしばる．4つ入りと2つ入りの2種類の包みに
仕上げる．前者は140ペソ，後者は70ペソを基本に販売する．加工したチーズは腐らないよう
氷を入れたクーラーボックスなどに入れておく．氷はビニール袋に水を入れて凍らせたもので，
サリサリ・ストア（サリサリとは「雑貨」の意）と呼ばれる近所の雑貨屋で必要に応じて1個
あたり4ペソで購入する．チーズはクーラーボックスに入れておくと2日間は日持ちする．行
商人や売り子はチーズが傷まないうちに販売しなければならない＊13．
チーズの売り子は道路沿いに作った出店で，車などで通行する客相手に販売する（写真2）．
チーズを出店で販売する世帯はＢ集落に6世帯ある．これらの世帯が，家内工業的にチーズを
加工している．チーズを行商する世帯は6世帯である．Ｂ集落は Laguna州におけるチーズ加
工と行商の中心地である．チーズといえばＢ集落の名前が挙がる．チーズの家内加工業者の中
には，スイギュウのチーズを売りにしたレストランを経営する者もいる．
チーズは Santa Cruzを始めとする公設市場では陳列して販売されない．公設市場にチーズ
が並んでいないのは，生産者や行商人が出荷したがらないからである．公設市場でチーズを販
売しないのは，客の購買力が低いからであるという．一方で競合者が多いという見解もある．
チーズを他所の地域の公設市場などに行商する人々もいる．Ｂ集落のチーズの行商人が，Los
Bañosや Anosを始め Santa Cruzの外にチーズを売り歩くのは，それらの地域の経済力や購
写真1．スイギュウ乳のチーズ（2016年12月，著者撮影）
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買力の高さを見抜いているからである．一方で，チーズを道路沿いの売店で販売するのは，Anos
のブコパイと乳製品の商店と同様，チーズの加工所と売店が主要道路沿いに立地し，観光客な
ど人や車の通行量が多いからと考えられる．
それに対して，比較的新しい時期に売られるようになった乳製品は，生産と加工の機関のあ
る Los Bañosに近い Anosでブコパイとともに販売されるようになったと思われる．また，乳
製品は，Manilaなどにも出荷されている．チーズを販売する売店や行商人はしだいに淘汰さ
れたのであろう．経済的事情により道路沿いでチーズを売る余力を失った世帯あるいはその余
裕のなかった世帯は，他地域へとチーズの行商に出るようになったと考えられる．また，チー
ズ行商人は，道路沿いの売店でチーズを売る人々に比べ，土地や資本を持たない．売店でチー
ズを売る人々は家内工業的にチーズを生産しており，行商人は彼らからチーズを融通してもら
う低い社会経済的位置にいる．
3－3．チーズの行商
調査期間中，チーズを販売している最中の行商人を4名確認した（写真3）．Los Bañosの
市場と Anosのブコパイ売り場周辺で確認した．Los Bañosの市場では男性2名，Anosでは
女性2名を確認した．いずれも Santa Cruzの各所から行商に来ていた．Santa Cruzは Los Ba-
ñosから約1時間の距離にある．
Ｂ集落の男性 EC氏（51歳）は，チーズを加工し売り歩く加工者であり行商人でもある．チー
ズ加工は40年ほど前に，EC氏が「マネジャー」と呼ぶＢ集落の道路沿いでチーズを加工し販
売する家内加工業者 VL氏の母親から習った．彼の母親もチーズを加工し，売り歩いていた．
EC氏は建設作業員を経て，現在では主にチーズの行商で生計を立てている．自身でチーズ加
工はほとんど行わず，行商に力を入れている．チーズは自身で加工するより，他者から購入す
る方が安く済み手間もかからない．チーズはＢ集落の6名のチーズ加工業者（表2）の中でも，
EC氏がマネジャーと呼ぶ NM氏と VL氏の2業者から主に仕入れる．チーズ以外にも，塩漬
け卵，もち米とココナッツミルクで煮たもちを親族や市場から調達して売り歩くこともある．
乳が不足しマネジャーがチーズを加工できない場合やチーズの売れ行きが悪い場合，これらの
商品の行商に切り替えることがある．EC氏には妻と5名の子どもがいるが，行商に出るのは
EC氏のみである．EC氏を含め，Ｂ集落には6名のチーズ行商人がおり，いずれも50歳前後
写真2．道路沿いでスイギュウ乳のチーズを売る女性（2016年12月，著者撮影）
14 佐賀大学農学部彙報 第103号（2018）
の男性である．EC氏のみが広範囲にチーズを売り歩き，他の行商人は1地点のみで行商を行
う．1回の行商で40個から80個のチーズを売り歩く（表3）．
EC氏はチーズを主に Calambaや Los Bañosの公設市場で販売するが，行商の範囲は，Cala-
barzon地域では Batangas州以外のすべての地域に売り歩く．Quezon州には主に Lucbanで
の祭りがある折に出向く．Manilaにも出る．チーズについてよく知らない，あるいは入手し
表2．Laguna州Ｂ集落におけるチーズ加工業者の概要
名前 性別 年齢 チーズ生産の規模＊ 特徴
1 GA 男 60代 ○
チーズの買い手が最も多い．チーズをアレ
ンジしたレストランを持つ．
2 NM 男 45 ○ EC氏のマネジャー．
3 NL 女 40代 △
チーズの最大の作り手だった AL（故人）
の親族．
4 VL 女 43 △
チーズの最大の作り手だった AL（故人）
の娘．EC氏のマネジャー．
5 ML 女 60代 △
チーズの最大の作り手だった AL（故人）
の親族．
6 AM 女 52 △ －
＊○は盛んにチーズを加工する，△はあまり加工しないことを表す．
（出所：聞き取りにより著者作成）
表3．Laguna州Ｂ集落におけるチーズ行商人の概要
名前 年齢 性別 販売地域 販売量（個／日）
1 OA 55 男 Biñan（Laguna） 50
2 OE 54 男 Biñan（Laguna） 40－50
3 OB 50 男 不明 50－60
4 JE 45 男 Manila 70
5 EC 51 男 Laguna，Quezon，Rizal，Manila 50－60
6 MC 57 男 Lucban（Quezon） 70－80
（出所：聞き取りにより著者作成）
写真3．スイギュウ乳のチーズを行商する男性（2016年12月，著者撮影）
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づらい遠方の人々の方がチーズをよく購入するといい，EC氏は遠くまで足を伸ばす．ただし，
遠方での行商には朝早く出発し，夜遅く戻ることもしばしばである．行商は徒歩での長時間の
移動を伴い体が疲れる仕事だといい，毎日のように行える仕事ではないため，EC氏は週に3
日は休息をとることにしている．
2017年8月31日に著者が同行したチーズの行商は，6時から17時の間にかけて移動と休憩と
昼食を交えながら行商を行い，Los Baños，Calauan，San Pabloの3地点を回った．12時間を
かけて，トライシクルやバスやジープニーといった乗り物で移動し，目的地に到着するとひた
すら歩いてチーズを行商して回った．歩行距離は10kmを超えることもある．50個用意した
チーズのうち43個を販売した．10時と14時の間によくチーズが売れたが，その理由は現段階で
は定かではない（表4）．ただ，EC氏が認めるように，チーズの値段は地域の物価から鑑み
て割高であり，誰でも購入できるものではなく，懐具合に余裕のある人々が主に購入する．EC
氏には，彼のチーズを頻繁に購入するスキ（suki）＊14と呼ばれる顧客が存在する．スキは誕生
日やクリスマスなど行事がある際に，EC氏に携帯電話でチーズを注文する＊15．
EC氏はマネジャーから1個あたり10ペソでチーズを仕入れ25ペソから35ペソで販売する＊16．
500ペソで仕入れたチーズは1405ペソの売り上げがあった．仕入れ値に加え交通費や食費など
の経費を差し引いて710ペソの純収入があった．チーズの売れ行きは一定ではないが，EC氏
は週に4回は行商に出ることから，月収は11000ペソ程度と推定できる．首都圏の法定最低賃
金は1日あたり512ペソであるが，EC氏らの環境では200ペソから300ペソである．EC氏は週
4日行商に出るのみであり＊17，1週当たりの収入は現地の最低賃金をややしのぐ．ただし推定
収入が妥当かどうか，疑問が残ることを指摘しておきたい．EC氏の収入は決して十分でなく，
他に収入がない不安定な状況で，なんとか家族を養っている．チーズの行商は儲かる生業では
なく，むしろくたびれ儲けの側面が強く，他のチーズ行商人も同様の可能性がある．チーズ行
商人はマネジャーの子方であり，かつ稼ぎは自身の努力に加え，消費者の需要に左右されてい
る＊18．このようにして，Laguna州におけるチーズの行商は成立している．
表4．Laguna州Ｂ集落におけるチーズ行商人 EC氏の活動事例
時間帯（時） 行動 チーズ販売個数（個） 行商地域（地域名）
6 移動（出発） 0 －
7 行商 4 Los Baños
8 行商，休憩 6 －
9 行商，移動 1 －
10 行商 14 Calauan
11 休憩，昼食 0 －
12 移動 0 －
13 移動 0 －
14 行商 10 San Pablo
15 行商，休憩 8 －
16 休憩，移動 0 －
17 移動（帰宅） 0 －
（出所：2017年8月31日の参与観察をもとに著者作成）
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4．まとめと考察
本調査では Laguna州でのスイギュウの搾乳は確認できなかったが，チーズの簡略な加工技
術，Anosでのブコパイとスイギュウ乳およびチーズを含む乳製品の販売状況，Santa Cruzで
のチーズの販売状況と行商人について，次の3点が明らかとなった．
Santa Cruzでは伝統的なチーズが生産・販売され，Anosではフィリピン大学 Los Baños校
やフィリピン・スイギュウ研究所が生産・加工する乳など，スイギュウ研究所が設立された
1993年以降と思われる新しい乳製品がそれぞれ別の地点で販売されている．
Laguna州ではスイギュウ乳とチーズの加工を，フィリピン大学 Los Baños校やスイギュウ
研究所が精力的に推進している．一方で，伝統的チーズ加工についても，家内工業的な加工と
チーズ行商人の存在から示された．加工される伝統的チーズは，酢を擬乳酸とし，塩で味付け
と殺菌を施したフレッシュ・チーズである（加熱加工せずにスイギュウの乳を酢で固める方法）．
レンネットは用いられるが，市場で必ずしも入手できるものではなく，チーズは1個あたり35
ペソで販売し，2個か4個を1包にする．仕入れ値は1個あたり10ペソである．
チーズ行商人はＢ集落で6名確認し，マネジャーと呼ばれるチーズ家内加工業者6名から必
要とする分量を買い取って売り歩いていた．行動範囲は行商人によって分かれるが，Laguna
州を中心に，他の Calabarzon地域やManilaに売り歩く者もいて，早朝から夕方にかけて，40
個から80個のチーズを売り歩き，月収は11000ペソ程度と推定した．
本稿ではチーズを始めとする乳加工と行商について検討を行ったが，Laguna州のスイギュ
ウ乳利用に関する社会文化的研究には，大きく分けて次の2つの課題がある（cf. Aquino et al.
2011，辻2017abcd，辻ら2017）．1つ目は，チーズ家内加工業者とフィリピン・スイギュウ
研究所およびフィリピン大学 Los Baños校の新旧のチーズ加工技術と流通の状況を明らかにす
ることである．2つ目は，伝統的チーズの行商人とマネジャーと呼ばれるチーズ家内加工業者
の社会関係を明らかにすることである．これらの課題は，発酵学の先行研究（Chinte-Sanchez
2008，小崎2002，小崎編1996，小崎ら2002）が取り上げることのなかった，非搾乳文化圏に
おけるスイギュウ乳利用の基本的課題であり，Laguna州を始めとする伝統的チーズ加工地域
と，フィリピン・スイギュウ研究所の存在により活発化しつつある新しいチーズ加工地域の両
方の視点から，今後とも検討する必要がある．
脚 注
＊1 スイギュウ研究所の取り組みとして，農家へのスイギュウの貸し出し，スイギュウ酪農
農家の統合，乳やチーズを始めとする乳製品の販売促進などが挙げられる．
＊2 フィリピンにおける2015年の牛乳の生産量は20380トンに対し，スイギュウの乳は2204
トンと9分の1程度に過ぎない（National Dairy Authority 2017, Philippine Carabao Center
2016）．
＊3 Chinte-Sanchezはチーズの製法を地域ごとに分類している．Laguna式のほか，Cebu
式，Cavite式，Bulacan式に区分し，Laguna式と Cebu式はレンネットを用い，Cavite式と
Bulacan式は酢を用いるとしている（Chinte-Sanchez 2008）．
＊4 Laguna州 Santa Cruzでは4月1日から8日までの9日間，チーズ祭りが行われる
（Philippine Carabao Center 2012）．スイギュウ研究所が1993年に設立されてから始まった新
しい祭りと考えられる．
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＊5 Calabarzon地域は Cavite州，Laguna州，Batangas州，Rizal州，Quezon州の集合域
である．
＊6 スイギュウに関しては在来種で湖沼型のカラバオでは乳量が少なく，河川型のムラー種
がスイギュウ研究所などにより輸入されている．ムラー種（ブルガリアン・ムラー，ブラジリ
アン・ムラー，アメリカン・ムラー，イタリアン・ムラーなど）をカラバオと交配させること
で乳量の増産を図っている．環境条件にもよるが，カラバオは1日あたり1ℓ程度，ムラー種
は5ℓ程度の乳を産出する．
＊7 フィリピンは乳製品の輸入国であり，ニュージーランド，アメリカ，オーストラリアな
どから主に牛乳とクリームを輸入している．一方で，マレーシア，タイ，インドネシアなどに
乳製品を輸出している（Philippine Statistics Authority 2016c）．
＊8 ヤギの乳の市場規模は小さいが，牧場はヤギの乳より繁殖と販売で利益を出している．
＊9 著者は Cebu島で同様の2種類のチーズ（keso と kesiyo）を確認したが（辻2017abc），
それらはより柔らかいものであった．Bohol島ではスライサーで削るほどの固いチーズ（kesong
puti）を確認した．
＊10 調査当時の為替レートは10フィリピン・ペソあたり約23円であった．
＊11 Cebu島で加工されている2種類のフレッシュ・チーズに関して，keso は加熱せずに加
工するが，kesiyo は加熱して加工する．いずれもヤシの酢を凝乳酸とする（辻2017abc）．
＊12 味つけ以外に食塩は有害微生物，乳酸菌スターター，タンパク分解の抑制，ホエー排出
促進などの役割がある（相沢1998，齋藤2016）．
＊13 売れ残ったチーズは翌日や翌々日に売り歩くが，それでも余ったチーズは家庭で消費す
る．小麦粉と卵と混ぜて油で揚げたり，米に混ぜ炊飯する．
＊14 スキはフィリピン各地に確認できる人間関係のネットワークであり，よい顧客であるだ
けでなく，相互扶助の関係にあることが少なくない．お金やモノによる支援などが行われる．
双方の関係はパトロン＝クライアント関係に近い序列にあり，従属する側が社会経済的に弱い
立場にあることが多い．
＊15 EC氏は携帯電話を持ち歩かないが，妻らの携帯電話に注文の連絡がある．またマネ
ジャーへのチーズの注文は主に携帯電話で行われる．
＊16 チーズの値段の設定は販売当初は高めに設定しており，客に高い値段で売る場合と値引
きする場合がある．時間が経ちチーズの鮮度が落ちてくると，早めに売り切ろうとし値段を下
げる．
＊17 EC氏は毎週土曜日にチーズを仕入れ，4日間売り歩き，3日間休息をとる．休息日の
うち1日はチーズ加工に充てるというが，そのような向きはなく，行商か休息に充てている．
＊18 チーズ家内加工業者の月収について，Aquino et al.（2011）は Laguna州 Lumbanの事
例において平均15000ペソから40000ペソとしている．
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摘 要
本稿は，フィリピンの Laguna州におけるスイギュウ乳加工と行商に関する予備的報告であ
る．Laguna州は16世紀以来，スイギュウの搾乳とチーズ加工が行われてきたフィリピンでも
数少ない地域の1つである．近年では，フィリピン大学 Los Baños校やフィリピン・スイギュ
ウ研究所などの活動により乳製品の生産と普及が進みつつある．本稿では，Laguna州で乳や
チーズなどの乳製品を道路沿いで売る商店，チーズを売り歩く行商人に対して聞き取り調査を
行い，スイギュウ乳利用の生業文化的側面を明らかにした．調査結果は，特に乳製品の販売地
点や方法について，乳製品が主要道路沿いの異なる地点で売られていること，Laguna州の温
泉などを観光で訪れる人々を主な販売対象にしていること，そしてチーズ行商人の行動範囲が
主要道路と関係することを示唆した．また，Laguna州のスイギュウ乳製品の販売は，公設市
場では行われておらず，地域の人々に周知された乳製品知識と行商人の存在によって成立して
いることを確認した．
キーワード：フィリピン，Laguna州，スイギュウ，乳加工，チーズ行商人
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